
5.21 勤休区分設定

※ 項目多く存在しますが、現状機能ある項目のみを説明致します。

① 適用対象・・・・・・・・・・・・・・ 従業員区分、役職グループ別に設定が可能です。

② 画面略称・・・・・・・・・・・・・・ 勤務表プルダウンメニューに表示される名称を設定します。

③ 勤休区分・・・・・・・・・・・・・・ 右記から選択します。 1 代休 7 欠勤
2 振休 8 休職
3 有休 9 休出（休日扱い、給与支払）
4 積休（積立有休） 振出(平日扱い、振休取得）
5 その他休暇１(残、期間を管理する） 代出(休日扱い、代休取得）
6 その他休暇２(残、期間を管理しない） 不在籍（入社前、退職後）

④ 表示順序・・・・・・・・・・・・・・ 勤務表プルダウンメニューに表示される順序を設定します。

⑤ 休業日日数・時間・・・・・・・・右記から選択します。 1 １日 5 １時間 9 ５時間
2 半日 6 ２時間 ６時間
3 午前 7 ３時間 ７時間
4 午後 8 ４時間

⑥ その他休暇１・・・・・・・・・・・ １日単位以外のその他休暇１を登録する場合、それと同じ残管理をする１日単位その他休暇１を登録します。

⑦ 代出振出の場合の付与・・・代出・振出の場合、実働時間に対しての制限時間範囲を登録します。
例えば、代出の場合、６時間以上の勤務が必須の場合、下図の登録をします。
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5.21
勤休区分設定
休日に出勤や、勤務日に休みの場合の勤休区分を設定します。
勤務表の「勤休区分」プルダウンメニューに表示されます。

各設定項目について
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